民國初期の世界語　：　北京世界語專問學校を中心に by 藤田, 一乘
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民
國
初
期
の
世
界
語
―
北
京
世
界
語
專
門
學
校
を
中
心
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
藤
田
一
乘
 
   
 
は
じ
め
に
 
 
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
当
時
は
ロ
シ
ア
領
）
の
眼
科
医
ラ
ザ
ロ
・
ル
ド
ヴ
ィ
コ
・
ザ
メ
ン
ホ
フ
（
L
u
d
o
v
i
k
o
 
L
a
z
a
r
o
 
Z
a
m
e
n
h
o
f
 
一
八
五
九
年
―
一
九
一
七
年
）
に
よ
り
作
ら
れ
た
人
工
語
で
あ
る
。
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
一
八
八
七
年
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
博
士
（
希
望
す
る
者
の
意
）
の
名
で
「
國
際
語
」
を
出
版
し
た
こ
と
に
よ
り
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
そ
の
後
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
〇
五
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
第
一
回
万
國
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
會
が
開
催
さ
れ
、
第
一
、
二
世
界
大
戦
の
期
間
を
除
き
毎
年
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
 
 
こ
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
教
え
る
專
門
學
校
が
（
注
１
）
、
北
京
世
界
語
專
門
學
校
（
以
下
、
北
京
世
專
と
略
す
）
で
あ
る
。
北
京
世
專
は
民
國
十
二
年
十
月
に
開
校
し
、
民
國
十
四
年
の
下
半
期
に
閉
校
し
た
、
寿
命
の
短
か
っ
た
專
門
學
校
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
関
わ
っ
た
人
物
は
、
様
々
な
考
え
を
持
っ
た
当
時
第
一
級
の
知
識
人
達
で
あ
っ
た
。
以
下
、
北
京
世
專
の
開
校
か
ら
閉
校
ま
で
、
そ
れ
に
関
わ
っ
た
人
物
、
そ
の
授
業
内
容
等
を
考
察
し
て
い
く
。
尚
、
以
後
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
中
國
語
で
あ
る
世
界
語
と
書
く
。
 
 
 
 
 
一
 
北
京
世
界
語
專
門
學
校
設
立
以
前
 
 
世
界
語
は
中
華
民
國
建
國
当
初
か
ら
す
で
に
學
校
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
教
育
部
は
、
民
國
元
年
十
二
月
十
日
に
「
教
育
部
公
布
師
範
學
校
規
程
令
 
教
育
部
令
第
三
十
四
号
」
を
公
布
し
た
。
そ
の
第
六
、
七
条
に
、
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第
六
条
 
視
地
方
情
形
。
得
缺
農
業
。
或
世
界
語
代
英
語
。
 
第
七
条
 
視
地
方
情
形
。
得
加
英
語
或
世
界
語
。
 
 
 
 
 
（
第
六
条
 
地
方
の
情
勢
に
鑑
み
、
農
業
を
入
れ
る
。
ま
た
世
界
語
を
英
語
に
 
代
替
す
る
。
 
 
 
第
七
条
 
地
方
の
情
勢
に
鑑
み
、
英
語
或
い
は
世
界
語
を
加
え
る
）
 
と
あ
り
、
建
國
直
後
の
學
校
教
育
に
す
で
に
世
界
語
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
教
育
部
総
長
は
范
源
濂
で
あ
っ
た
が
、
前
任
は
蔡
元
培
（
注
２
）
で
あ
り
、
彼
の
意
向
が
強
く
反
映
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
後
に
見
て
い
く
が
、
蔡
元
培
は
世
界
語
普
及
に
尽
力
し
た
最
大
の
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
当
時
、
教
育
部
内
で
蔡
元
培
以
外
、
世
界
語
に
精
通
し
た
人
物
は
考
え
に
く
い
為
で
あ
る
。
 
 
し
か
し
こ
の
法
令
通
り
世
界
語
が
學
校
教
育
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
建
國
当
初
に
世
界
語
を
自
由
に
操
り
、
そ
れ
を
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
は
皆
無
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
 
 
 
實
際
に
世
界
語
が
本
格
的
に
教
育
現
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
、
民
國
六
年
十
一
月
に
北
京
大
學
で
世
界
語
班
が
設
立
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
ろ
う
（
注
３
）
。
こ
れ
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
（
注
４
）
、
世
界
語
が
本
格
的
に
流
行
し
始
め
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
數
年
後
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
流
行
と
共
に
北
京
で
世
界
語
の
團
体
が
幾
つ
か
設
立
さ
れ
る
。
 
 
 
①
北
京
世
界
語
學
會
 
 
民
國
十
一
年
四
月
成
立
し
た
學
會
で
、
會
長
は
周
作
人
。
「
北
京
世
界
語
學
會
宣
言
」
（
注
５
）
を
表
明
し
、
世
界
語
の
普
及
を
提
唱
し
て
い
る
。
と
同
時
に
世
界
語
暑
期
講
習
班
を
設
立
し
、
生
徒
を
募
集
し
た
。
そ
の
教
授
に
は
、
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
、
ソ
フ
ォ
ク
ロ
フ
（
S
o
f
o
k
l
o
f
）
等
が
担
当
し
た
（
注
６
）
。
そ
の
後
、
民
國
十
一
年
十
二
月
四
日
に
會
議
を
開
き
、
人
事
の
改
訂
を
行
っ
た
。
幹
事
を
陳
廷
璠
、
エ
ロ
シ
『中国言語文化研究』第 10 号 
 
（ 3 ） 
ェ
ン
コ
を
書
記
、
講
習
班
の
設
立
に
関
す
る
こ
と
を
、
耿
勉
之
、
馮
省
三
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
注
７
）
。
 
 
 
②
世
界
語
研
究
會
 
 
こ
の
研
究
會
は
民
國
八
年
十
月
に
北
京
大
學
世
界
語
班
の
研
究
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
（
注
８
）
。
こ
の
會
の
會
長
等
は
、
今
の
所
わ
か
っ
て
い
な
い
。
 
民
國
八
年
に
は
國
立
北
京
大
學
世
界
語
特
班
を
設
立
し
、
世
界
語
の
普
及
に
努
め
た
（
注
９
）
。
 
 
民
國
十
三
年
四
月
一
七
日
に
は
北
京
世
界
語
研
究
會
附
設
世
界
語
講
習
班
を
設
立
し
（
注
1 0
）
、
ま
た
同
年
四
月
二
十
三
日
に
は
日
本
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
の
小
坂
狷
二
を
招
き
、
小
坂
は
「
世
界
語
の
効
用
と
中
國
」
の
題
名
で
講
演
を
行
っ
て
い
る
（
注
1 1
）
。
 
 
 
③
世
界
語
聯
合
會
 
 
 
こ
の
世
界
語
聯
合
會
が
北
京
世
專
の
設
立
を
提
唱
し
、
實
行
し
た
團
体
で
あ
る
。 
 
世
界
語
聯
合
會
は
、
民
國
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
に
世
界
語
聯
合
會
籌
備
委
員
會
を
北
京
大
學
第
三
院
の
大
禮
堂
で
、
延
年
、
胡
鄂
公
夫
人
、
耿
勗
、
孫
國
璋
、
華
南
圭
、
華
南
圭
夫
人
、
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
、
周
同
煌
、
陳
廷
璠
、
蔡
元
培
を
委
員
と
し
て
開
催
し
た
（
注
1 2
）
。
 
 
十
二
月
九
日
に
は
、
第
二
回
準
備
會
議
を
開
催
し
、
出
席
委
員
は
、
孫
國
璋
、
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
、
胡
鄂
公
夫
人
、
華
南
圭
夫
人
、
陳
廷
璠
、
周
同
煌
、
耿
勗
で
、
周
作
人
、
孫
國
璋
、
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
を
編
集
担
当
に
、
主
席
に
蔡
元
培
を
選
出
し
た
（
注
1 3
）
。
 
 
そ
の
後
、
同
年
十
二
月
十
五
日
に
三
度
、
大
會
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
『
晨
報
』
民
國
十
一
年
十
二
月
一
六
日
「
昨
日
之
世
界
語
聯
合
大
會
」
に
よ
る
と
二
千
人
に
も
な
り
、
出
席
會
員
は
、
王
桂
森
、
王
魯
彦
、
宗
之
潢
、
耿
勉
之
、
陳
廷
璠
、
陳
裕
光
、
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陳
聲
樹
、
馬
金
濤
、
孫
國
璋
、
蔡
元
培
、
程
振
基
、
廖
鴻
基
、
蘇
甲
榮
、
榮
肇
、
胡
鄂
公
夫
人
、
周
作
人
で
、
大
會
執
行
委
員
に
、
蔡
元
培
、
孫
國
璋
、
王
桂
森
、
陳
廷
璠
、
周
作
人
の
五
人
を
選
出
し
、
議
案
を
九
つ
通
過
さ
せ
た
。
そ
の
中
の
第
八
条
で
、
世
界
語
專
門
學
校
の
設
立
を
求
め
て
い
る
（
注
1 4
）
。
こ
の
第
八
条
が
具
体
化
し
た
の
が
、
北
京
世
專
で
あ
っ
た
。
 
 
 
そ
の
設
立
の
具
体
的
な
一
歩
が
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
三
月
二
十
六
日
「
籌
備
聲
中
之
專
門
學
校
」
に
見
ら
れ
る
。
 
世
界
語
聯
合
會
會
開
第
一
次
會
議
的
時
候
＊
通
過
設
立
北
京
世
界
語
專
門
學
校
 
一
案
＊
當
即
組
織
北
京
世
界
語
專
門
學
校
籌
備
委
員
會
＊
分
途
進
行
＊
務
期
早
 
日
實
現
。
該
會
日
昨
又
在
北
京
大
學
第
一
院
世
界
語
研
究
室
開
第
三
次
會
議
＊
 
討
論
籌
疑
事
宜
＊
並
決
定
於
三
月
内
籌
備
就
緒
＊
暑
假
中
即
開
始
招
生
。
 
 
 
（
世
界
語
聯
合
會
が
初
め
て
會
議
を
開
い
た
時
、
北
京
世
界
語
專
門
學
校
設
立
の
議
案
を
通
し
、
直
ち
に
北
京
世
界
語
專
門
學
校
籌
備
委
員
會
を
組
織
し
、
そ
れ
ぞ
れ
事
を
進
め
、
早
期
實
現
に
努
め
た
。
當
該
委
員
會
は
昨
日
、
北
京
大
學
第
一
院
世
界
語
研
究
室
で
第
三
回
の
會
議
を
開
き
、
準
備
の
件
を
討
論
し
、
三
ヶ
月
以
内
に
準
備
を
整
え
、
夏
期
休
暇
に
學
生
の
募
集
を
開
始
す
る
と
決
定
し
た
）
 
と
あ
り
、
夏
に
は
學
生
を
募
集
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
、
實
際
に
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。
 
 
ま
た
同
日
の
『
北
京
大
學
日
刊
』
に
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
簡
章
」
が
す
で
に
載
せ
ら
れ
お
り
、
こ
の
時
す
で
に
か
な
り
具
体
的
な
計
画
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
簡
章
は
、
校
名
、
組
織
構
成
、
理
事
の
選
定
、
校
費
等
を
定
め
た
も
の
が
十
七
条
か
ら
成
っ
て
お
り
、
末
尾
に
世
界
語
聯
合
會
委
員
の
蔡
元
培
、
孫
國
璋
、
胡
鄂
公
夫
人
、
王
桂
森
、
陳
聲
樹
、
陳
延
璠
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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ま
た
上
記
以
外
の
發
起
人
と
し
て
、
馮
省
三
が
い
る
。
『
回
憶
魯
迅
』
「
魯
迅
與
世
界
語
」
（
荊
有
麟
、
上
海
雑
誌
公
司
、
中
華
民
國
三
十
八
年
三
月
、
二
版
、
『
魯
迅
卷
』
十
三
編
、
中
國
現
代
文
學
社
編
所
収
）
に
は
、
 
民
國
十
二
年
＊
北
平
世
界
語
專
門
學
校
成
立
。
學
校
教
務
處
的
陳
空
三
與
馮
省
三
＊
去
面
請
先
生
來
教
課
 
（
民
國
十
二
年
、
北
平
世
界
語
專
門
學
校
が
設
立
し
た
。
學
校
の
教
務
處
の
陳
空
三
と
馮
省
三
が
、
先
生
に
文
學
史
、
文
學
理
論
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
に
き
た
）
 
と
あ
り
、
又
『
魯
迅
年
譜
』
第
二
巻
（
李
何
林
主
編
、
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
三
年
四
月
）
一
九
二
三
年
六
月
七
日
の
項
目
に
は
、
 
當
時
與
該
校
主
要
發
起
人
陳
空
三
、
陳
聲
樹
、
馮
省
三
來
往
密
接
。
 
（
当
時
、
該
校
の
主
要
發
起
人
の
陳
空
三
、
陳
聲
樹
、
馮
省
三
と
往
来
が
密
接
で
あ
っ
た
）
 
と
あ
る
。
 
 
そ
し
て
民
國
十
二
年
六
月
七
日
に
北
京
世
專
主
催
の
遊
藝
會
（
注
1 5
）
を
開
き
、
そ
の
門
出
を
祝
っ
て
い
る
。
 
 
 
 
 
二
 
北
京
世
界
語
專
門
學
校
の
初
年
度
學
生
募
集
と
授
業
内
容
 
 
初
年
度
學
生
募
集
の
詳
細
 
 
 
そ
れ
で
は
北
京
世
專
の
授
業
は
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
先
ほ
ど
の
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
簡
章
」
に
は
學
校
の
運
営
組
織
は
掲
載
さ
れ
て
は
い
る
が
、
授
業
内
容
等
の
詳
細
は
無
い
。
し
か
し
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
十
二
年
七
月
二
十
一
日
「
來
件
」
の
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
生
簡
章
」
に
詳
細
が
あ
る
。
 
 
こ
の
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
生
簡
章
は
十
一
条
か
ら
成
っ
て
お
り
、
第
一
条
に
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は
、
 
 
 
一
、
本
校
分
兩
部
 
１
專
門
部
 
２
師
範
部
 
と
あ
り
、
專
門
部
と
師
範
部
の
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 
 
続
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
期
間
と
学
習
内
容
が
、
第
二
、
三
条
で
示
さ
れ
て
い
る
。 
二
、
專
門
部
三
年
畢
業
。
課
程
如
下
：
 
 
 
一
年
級
：
 
＝
必
修
科
＝
 
世
界
語
 
國
文
 
外
國
文
(
英
＊
法
＊
徳
＊
俄
：
任
選
一
種
)
 
＝
選
修
科
＝
 
論
理
學
大
意
 
科
學
概
論
 
文
學
概
論
 
哲
學
概
論
 
二
年
級
：
 
＝
必
修
科
＝
 
世
界
語
 
國
文
 
外
國
文
(
仝
上
)
 
＝
選
修
科
＝
 
心
理
學
 
社
會
學
 
文
學
史
 
倫
理
學
 
生
物
學
 
 
 
 
三
年
級
：
 
 
 
 
 
＝
必
修
科
＝
 
世
界
語
 
外
國
文
(
仝
上
)
 
 
 
 
 
 
＝
選
修
科
＝
 
教
育
學
 
教
育
史
 
社
會
主
義
史
 
三
、
師
範
部
一
年
半
畢
業
。
課
程
如
下
：
 
＝
必
修
科
＝
 
世
界
語
 
國
文
 
外
國
文
(
英
＊
法
＊
徳
＊
俄
：
任
選
兩
種
)
 
教
育
學
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教
育
史
 
＝
選
修
科
＝
 
文
學
史
 
科
學
概
論
 
心
理
學
 
社
會
學
 
論
理
學
 
哲
學
概
論
 
倫
理
學
 
 
そ
れ
ぞ
れ
專
門
部
は
三
年
、
師
範
部
は
一
年
半
で
卒
業
で
あ
る
。
 
 
專
門
部
は
、
一
年
生
は
世
界
語
、
國
文
、
外
國
語
が
必
修
科
目
、
論
理
學
、
科
學
概
論
、
文
學
概
論
、
哲
學
概
論
が
選
択
科
目
で
あ
る
。
二
年
生
は
必
修
科
目
は
同
様
で
、
心
理
學
、
社
會
學
、
文
學
史
、
倫
理
學
、
生
物
學
が
選
択
科
目
で
あ
る
。
三
年
生
は
世
界
語
、
外
國
語
が
必
修
科
目
、
教
育
學
、
教
育
史
、
社
會
主
義
史
が
選
択
科
目
で
あ
る
。
 
 
師
範
部
は
、
世
界
語
、
國
文
、
外
國
語
、
教
育
學
、
教
育
史
が
必
修
科
目
、
文
學
史
、
科
學
概
論
、
心
理
學
、
社
會
學
、
論
理
學
、
哲
學
概
論
、
倫
理
學
が
選
択
科
目
で
あ
る
。
 
 
こ
の
授
業
内
容
を
見
る
と
、
北
京
世
專
は
世
界
語
だ
け
を
教
え
る
專
門
學
校
と
い
う
よ
り
、
寧
ろ
大
學
に
近
い
。
世
界
語
だ
け
を
話
す
人
材
を
育
成
す
る
の
で
は
な
く
、
幅
廣
い
知
識
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
 
 
第
四
、
五
条
で
は
応
募
資
格
と
そ
の
人
數
が
示
さ
れ
て
お
り
、
 
四
、
資
格
：
 
中
學
畢
業
＊
及
有
同
等
學
力
者
。
 
五
、
招
考
額
數
：
 
專
門
部
―
一
百
名
 
師
範
部
―
八
十
名
 
 
応
募
資
格
は
、
中
學
卒
業
か
同
程
度
の
學
力
を
持
つ
者
。
募
集
人
數
は
、
專
門
部
が
百
名
、
師
範
部
が
八
十
名
で
あ
る
。
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第
六
条
は
応
募
手
續
、
第
七
、
八
条
は
試
驗
科
目
と
そ
の
期
間
が
あ
る
。
 
七
、
試
驗
科
目
：
 
外
國
文
：
作
文
＊
翻
譯
＊
文
法
；
 
國
 
文
：
作
文
＊
解
釋
文
義
＊
句
讀
標
點
；
 
數
 
學
：
算
術
＊
代
數
＊
幾
何
；
 
理
化
；
 
中
外
地
理
；
 
中
外
歴
史
；
 
口
試
 
八
、
報
名
地
址
及
時
間
：
 
地
址
―
東
華
門
内
北
河
沿
孔
徳
學
校
 
時
間
―
第
一
次
報
名
自
七
月
二
十
日
起
至
三
十
一
日
止
＊
八
月
一
日
在
上
 
開
地
址
開
始
試
驗
。
 
第
二
次
報
名
自
八
月
五
日
起
至
八
月
十
五
日
止
＊
十
六
日
在
上
開
 
地
址
開
始
試
驗
。
 
 
と
あ
り
、
試
驗
内
容
は
か
な
り
範
囲
も
廣
く
、
相
当
な
知
識
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
か
な
り
髙
度
な
人
材
を
求
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
募
集
期
間
及
び
試
驗
は
、
七
月
二
十
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
試
驗
日
は
八
月
一
日
。
第
二
次
登
録
期
間
は
、
八
月
五
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で
、
試
驗
日
は
八
月
十
六
日
と
あ
る
。
 
 
そ
の
他
は
そ
の
項
目
だ
け
書
く
と
、
九
、
入
學
手
續
、
十
、
學
費
、
十
一
、
修
業
期
満
發
給
證
書
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
そ
し
て
最
後
に
理
事
の
名
が
あ
る
。
理
事
は
、
蔡
元
培
、
呉
稚
暉
、
李
石
曾
、
周
作
人
、
魯
迅
、
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
、
景
定
成
、
張
季
鸞
、
傅
銅
、
姚
憾
、
王
桂
森
、
陳
聲
樹
、
陳
延
墦
、
胡
鄂
夫
人
の
十
四
人
で
、
校
長
が
蔡
元
培
、
事
務
長
が
周
作
人
で
『中国言語文化研究』第 10 号 
 
（ 9 ） 
あ
っ
た
。
 
 
 
同
様
の
募
集
廣
告
が
、
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
七
月
十
九
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
考
男
女
廣
告
」
（
注
1 6
）
と
七
月
三
十
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
考
男
女
廣
告
」
（
注
1 7
）
で
あ
る
。
 
 
七
月
十
九
日
の
廣
告
で
は
、
第
一
次
の
募
集
期
間
は
、
七
月
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
、
七
月
三
十
日
の
廣
告
で
は
、
七
月
十
九
日
か
ら
八
月
二
日
と
あ
る
。
当
初
の
予
定
よ
り
都
合
二
日
募
集
期
間
が
延
長
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 
ま
た
日
を
置
い
て
民
國
十
二
年
八
月
九
日
『
晨
報
』
に
再
び
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
生
」
（
注
1 8
）
が
掲
載
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
登
録
期
間
は
八
月
八
日
か
ら
二
十
五
日
、
試
驗
日
が
八
月
二
十
六
日
と
あ
る
。
つ
ま
り
初
年
度
の
北
京
世
專
の
學
生
募
集
は
三
回
行
わ
れ
た
。
 
 
 
次
に
募
集
人
數
を
見
て
み
る
。
初
年
度
の
募
集
で
は
一
体
何
人
の
學
生
が
入
學
し
た
の
か
。
 
 
募
集
人
數
は
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
生
簡
章
」
に
よ
る
と
、
專
門
部
、
師
範
部
合
わ
せ
て
百
八
十
名
で
あ
る
が
、
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
七
月
十
九
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
考
男
女
廣
告
」
で
は
百
五
十
人
を
募
集
し
て
お
り
、
三
十
人
の
違
い
が
あ
る
。
 
 
實
際
に
入
學
し
た
學
生
は
、
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
八
月
七
日
「
世
界
語
專
校
近
況
」
で
は
、
男
子
學
生
八
十
六
名
、
女
子
學
生
七
名
、
計
九
十
三
名
が
合
格
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
こ
の
人
數
に
は
第
二
、
三
次
の
募
集
し
、
そ
れ
に
合
格
し
た
人
數
は
当
然
含
ま
れ
て
い
な
い
。
 
 
最
終
的
な
入
學
人
數
は
、
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
九
月
三
日
「
世
界
語
專
門
學
校
」
で
、
合
格
者
を
「
百
八
十
餘
」
と
あ
る
の
で
、
第
二
、
三
回
目
の
合
格
者
は
合
わ
せ
て
八
十
七
名
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
初
の
予
定
人
數
が
入
學
し
た
こ
と
に
な
る
。 
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三
 
北
京
世
界
語
專
門
學
校
の
教
授
陣
 
 
こ
の
百
八
十
名
の
學
生
を
教
え
る
教
授
陣
は
ど
の
様
な
面
々
だ
っ
た
の
か
。
 
 
ま
ず
校
長
で
あ
る
が
、
先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
校
長
は
蔡
元
培
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
名
目
上
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
蔡
元
培
は
民
國
十
二
年
一
月
に
は
北
京
大
學
の
學
長
の
職
を
辭
し
て
お
り
、
同
年
七
月
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
け
て
出
發
し
て
い
る
為
、
實
質
的
に
校
長
は
不
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
や
は
り
不
都
合
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
代
理
校
長
を
置
い
た
。
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
八
月
七
日
「
世
界
語
專
校
近
況
」
に
は
、
 
 
 
校
長
一
職
＊
因
蔡
元
培
出
洋
＊
暫
推
譚
煕
鴻
教
授
代
理
。
 
 
 
（
校
長
の
職
は
、
蔡
元
培
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
發
し
た
為
、
暫
時
譚
煕
鴻
教
授
を
代
理
と
す
る
）
 
と
あ
り
、
譚
煕
鴻
が
代
理
に
収
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
民
國
十
三
年
四
月
に
は
呉
稚
暉
が
正
式
な
校
長
に
就
任
し
、
十
二
月
に
は
ソ
フ
ォ
ク
リ
フ
が
名
誉
校
長
に
就
任
し
て
い
る
（
注
1 9
）
。
 
 
 
 
 
こ
れ
以
外
の
實
際
に
授
業
を
行
う
教
授
は
、
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
九
月
三
日
「
世
界
語
專
門
學
校
」
に
よ
れ
ば
、
徐
旭
生
が
哲
學
総
論
、
魯
迅
が
小
説
史
大
綱
、
呉
稚
暉
が
發
音
學
及
び
定
期
講
演
、
ル
ー
ト
女
士
（
M
i
s
s
 
R
o
o
t
s
）
が
英
語
、
羅
柄
が
數
學
、
王
星
拱
が
科
學
総
論
、
張
競
生
が
論
理
學
大
意
、
ソ
フ
ォ
ク
リ
フ
が
世
界
語
、
そ
し
て
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
明
年
春
中
國
に
來
る
予
定
と
あ
り
、
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
九
月
十
九
日
「
世
界
語
專
門
學
校
」
で
は
、
馬
叙
倫
の
名
も
挙
が
っ
て
い
る
。
 
 
 
さ
ら
に
翌
年
の
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
七
月
六
日
「
世
界
語
專
校
之
進
行
愛
羅
先
坷
又
將
來
華
」
に
は
、
 
 
 
本
届
滬
上
招
考
事
宜
＊
由
校
長
呉
稚
暉
及
鄧
夢
仙
＊
胡
愈
之
＊
鄭
佩
剛
等
組
織
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招
考
委
員
會
＊
報
名
處
在
上
海
望
平
街
民
國
日
報
社
＊
北
京
則
由
教
務
長
景
梅
九
辦
理
一
切
＊
聞
報
名
者
均
甚
踴
躍
云
。
該
校
定
於
暑
暇
期
内
＊
將
校
務
整
理
完
備
。
新
聘
請
之
世
界
語
教
員
俄
人
熱
谷
爾
＊
徳
人
安
斯
坦
及
女
友
石
來
赫
馬
哈
爾
之
孫
女
＊
不
久
均
可
到
校
。
愛
羅
先
坷
原
定
十
月
來
華
 
 
 
（
今
回
上
海
で
の
試
驗
は
、
校
長
の
呉
稚
暉
と
鄧
夢
仙
＊
胡
愈
之
＊
鄭
佩
剛
等
が
招
考
委
員
會
を
組
織
し
、
登
録
は
上
海
望
平
街
の
民
國
日
報
社
で
行
う
。
北
京
で
は
教
務
長
の
景
梅
九
が
一
切
を
処
理
し
、
登
録
者
は
皆
喜
び
勇
ん
で
い
る
と
聞
く
。
該
校
は
夏
期
休
暇
中
に
校
務
を
整
理
完
備
す
る
。
新
た
に
招
聘
す
る
教
員
と
し
て
、
ロ
シ
ア
人
の
熱
谷
爾
、
ド
イ
ツ
人
の
安
斯
坦
と
女
性
の
友
人
の
石
來
赫
馬
哈
爾
の
孫
娘
が
間
も
な
く
學
校
に
到
着
す
る
。
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
十
月
に
来
華
で
あ
る
）
 
と
あ
る
。
上
海
に
は
、
呉
稚
暉
（
校
長
）
、
鄧
夢
仙
、
胡
愈
之
、
鄭
佩
剛
。
北
京
は
、
景
梅
九
（
事
務
長
）
、
熱
谷
爾
（
ロ
シ
ア
人
）
、
安
斯
坦
（
ド
イ
ツ
人
）
、
石
來
赫
馬
哈
爾
の
孫
娘
（
ド
イ
ツ
人
）
、
と
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
名
が
上
が
っ
て
い
る
。
 
 
こ
の
記
事
で
は
、
事
務
長
が
北
京
世
專
成
立
当
初
は
周
作
人
で
あ
っ
た
が
、
景
梅
九
に
交
代
し
て
い
る
。
周
作
人
の
名
は
、
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
生
簡
章
」
を
最
後
に
以
後
何
処
に
も
見
ら
れ
な
い
。
理
由
は
定
か
で
は
無
い
が
、
こ
の
頃
周
作
人
は
魯
迅
と
袂
を
分
か
っ
て
お
り
、
北
京
世
專
に
熱
心
で
あ
っ
た
魯
迅
と
の
関
係
上
、
或
い
は
北
京
世
專
か
ら
手
を
引
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
こ
れ
以
外
の
人
物
で
、
北
京
世
專
と
関
係
が
あ
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
二
名
が
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
民
國
十
三
年
四
月
二
十
三
日
に
は
小
坂
狷
二
が
「
大
同
の
企
図
」
の
題
名
で
、
同
年
五
月
五
日
に
は
李
春
濤
が
『
世
界
語
と
世
界
革
命
運
動
』
の
題
名
で
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
し
て
い
る
（
注
2 0
）
。
 
 
こ
れ
が
北
京
世
專
の
初
年
度
の
募
集
と
教
授
の
詳
細
で
あ
る
。
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以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
様
々
な
人
物
が
北
京
世
專
の
理
事
や
教
授
と
し
て
関
係
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
北
京
大
學
に
関
係
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
具
体
的
に
以
下
に
略
歴
を
述
べ
る
。
 
延
年
 
詳
細
不
明
。
 
 
胡
鄂
公
夫
人
 
 
詳
細
不
明
。
た
だ
夫
が
教
育
部
次
長
な
の
で
、
体
制
側
を
取
り
込
む
為
か
。
 
 
胡
鄂
公
（
一
八
八
四
―
一
九
五
一
）
 
湖
北
省
江
陵
の
人
。
民
國
十
年
共
産
黨
入
黨
。
民
國
十
一
年
十
二
月
、
北
京
政
府
教
育
部
次
長
。
 
 
耿
勗
 
詳
細
不
明
。
 
 
孫
國
璋
（
一
八
八
六
―
一
九
六
五
）
 
江
蘇
省
無
錫
の
人
。
民
國
四
年
上
海
世
界
語
學
社
設
立
。
民
國
六
年
、
北
京
大
學
世
界
語
教
師
。
 
華
南
圭
（
一
八
七
六
―
一
九
六
一
）
 
江
蘇
省
無
錫
の
人
。
光
緒
三
十
年
、
パ
リ
 
留
學
。
帰
國
後
交
通
部
に
入
省
。
 
 
華
南
圭
夫
人
 
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
以
外
、
詳
細
不
明
。
 
 
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
（
E
e
o
s
h
e
n
k
o
,
V
a
s
i
l
i
y
 
Y
a
k
o
v
l
e
v
i
c
h
 
一
八
八
九
―
一
九
五
二
）
ロ
シ
ア
、
ク
ー
ル
ス
ク
縣
ア
ブ
ー
ホ
フ
カ
村
（
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
に
誕
生
。
一
八
九
四
年
失
明
。
一
九
一
二
年
イ
ギ
リ
ス
の
盲
學
校
入
學
。
一
九
一
四
年
來
日
。
一
九
二
二
年
中
國
に
渡
る
。
 
 
周
同
煌
（
？
―
？
）
 
民
國
六
年
、
北
京
大
學
職
員
。
 
 
陳
廷
璠
（
一
八
九
七
―
一
九
四
九
）
 
 
陝
西
省
戸
縣
の
人
。
字
を
空
三
、
崑
山
。
北
京
大
學
で
世
界
語
を
学
ぶ
。
民
國
十
一
年
、
北
京
大
學
哲
學
系
卒
業
。
 
 
蔡
元
培
（
一
八
六
八
―
一
九
四
〇
）
 
浙
江
省
紹
興
の
人
。
民
國
六
年
、
北
京
大
學
校
長
就
任
。
 
 
周
作
人
（
一
八
八
五
―
一
九
六
七
）
 
浙
江
省
紹
興
の
人
。
光
緒
三
十
二
年
日
本
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留
學
。
民
國
六
年
、
北
京
大
學
教
授
。
 
 
王
桂
森
 
詳
細
不
明
。
た
だ
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
六
年
十
二
月
十
五
日
「
紀
事
本
校
教
職
員
世
界
語
班
第
一
次
試
驗
名
次
」
、
民
國
七
年
一
月
十
二
日
「
教
職
員
世
界
語
班
第
二
次
通
告
」
に
、
王
桂
森
の
名
が
あ
る
。
 
 
王
魯
彦
（
一
九
〇
二
―
一
九
四
四
）
 
浙
江
省
鎮
海
の
人
。
民
國
十
二
年
北
京
大
學
の
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
助
手
に
な
る
。
 
 
宗
之
潢
 
詳
細
不
明
。
 
 
耿
勉
之
 
詳
細
不
明
。
 
 
陳
裕
光
（
一
八
九
三
―
一
九
八
九
）
 
浙
江
省
江
鄞
の
人
。
民
國
五
年
ア
メ
リ
カ
留
學
。
民
國
十
一
年
帰
國
後
、
北
京
師
範
大
學
教
授
。
 
 
陳
聲
樹
（
？
―
一
九
六
八
） 
陝
西
省
漢
陽
の
人
。
北
京
大
學
で
世
界
語
を
学
ぶ
。
 
 
馬
金
濤
 
詳
細
不
明
。
 
 
程
振
基
（
一
八
九
一
―
一
九
四
〇
）
 
安
徽
省
婺
源
の
人
。
民
國
元
年
イ
ギ
リ
ス
留
學
。
民
國
七
年
帰
國
後
、
北
京
大
學
経
済
系
教
授
。
 
 
廖
鴻
基
 
 
詳
細
不
明
。
 
 
蘇
甲
榮
（
一
八
九
五
―
一
九
四
五
）
 
江
西
省
藤
縣
の
人
。
民
國
三
年
北
京
大
學
予
科
入
學
。
民
國
九
年
、
北
京
大
學
助
教
授
就
任
。
 
 
 
榮
肇
 
詳
細
不
明
。
 
 
馮
省
三
（
一
九
〇
二
―
一
九
二
四
）
 
山
東
省
平
原
の
人
。
北
京
大
學
預
科
法
文
班
學
生
。
民
國
十
一
年
、
學
校
の
講
義
プ
リ
ン
ト
代
金
徴
収
に
反
対
し
て
、
退
學
。
 
 
呉
稚
暉
（
一
八
六
五
―
一
九
五
三
）
 
江
蘇
省
武
進
の
人
。
光
緒
二
十
七
年
日
本
留
學
。
光
緒
二
十
九
年
イ
ギ
リ
ス
、
そ
の
後
パ
リ
に
住
む
。
光
緒
三
十
三
年
に
李
石
曾
と
世
界
語
雑
誌
『
新
世
紀
』
を
創
刊
。
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李
石
曾
（
一
八
八
一
―
一
九
七
三
）
 
河
北
省
髙
陽
の
人
。
光
緒
二
十
八
年
パ
リ
に
渡
り
、
呉
稚
暉
と
と
も
に
世
界
語
雑
誌
『
新
世
紀
』
を
創
刊
。
民
國
六
年
、
北
京
大
學
教
授
。
 
 
魯
迅
（
一
八
八
一
―
一
九
三
六
）
 
浙
江
省
紹
興
の
人
。
光
緒
二
十
八
年
日
本
留
學
。
民
國
元
年
に
教
育
部
職
員
、
北
京
大
學
、
北
京
女
子
師
範
大
學
等
で
教
鞭
を
と
る
。
 
 
景
定
成
（
一
八
八
二
―
一
九
五
九
）
 
山
西
省
安
邑
の
人
。
別
名
梅
九
。
光
緒
二
十
九
年
來
日
。
光
緒
三
十
三
年
幸
徳
秋
水
と
交
際
が
始
め
る
。
 
 
張
季
鸞
（
一
八
八
八
―
一
九
四
二
）
 
陝
西
省
楡
林
の
人
。
宣
統
元
年
年
來
日
。
宣
統
三
年
帰
國
。
民
國
元
年
『
民
立
報
』
、
民
國
五
年
『
中
華
新
報
』
創
刊
。 
 
傅
銅
（
一
八
八
六
―
？
）
 
河
南
省
蘭
封
の
人
。
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
に
留
學
。
帰
國
後
、
北
京
師
範
大
學
教
授
。
 
 
姚
憾
（
一
八
七
五
―
一
九
二
四
）
 
安
徽
省
桐
城
の
人
。
早
稲
田
大
學
に
留
學
。
北
京
大
學
法
學
部
教
授
。
 
 
譚
煕
鴻
（
一
八
九
一
―
？
） 
江
蘇
省
呉
縣
の
人
。
字
は
仲
逵
。
ア
メ
リ
カ
留
學
。
帰
國
後
、
北
京
大
學
生
物
學
教
授
。
 
 
徐
旭
生
（
一
八
八
八
―
一
九
七
六
）
 
名
は
炳
昶
、
字
を
旭
生
。
河
南
省
唐
河
の
人
。
民
國
十
四
年
、
北
京
大
學
哲
學
系
教
授
。
 
 
ル
ー
ト
（
M
i
s
s
 
R
o
o
t
s
） 
詳
細
不
明
。
た
だ
、
民
國
十
二
年
九
月
一
九
日
『
晨
 
 
報
』
「
世
界
語
專
門
學
校
▲
已
開
始
上
課
」
に
「
密
斯
儒
特
」
と
あ
り
、
同
一
 
 
人
物
の
可
能
性
が
有
る
。
 
 
羅
柄
 
 
詳
細
不
明
。
 
 
王
星
拱
（
一
八
八
九
―
一
九
〇
五
）
 
字
は
撫
五
、
安
徽
省
懐
寧
の
人
。
北
京
大
學
化
學
教
授
。
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張
競
生
（
一
八
八
八
―
一
九
七
〇
）
 
廣
東
省
饒
平
の
人
。
民
國
元
年
フ
ラ
ン
ス
留
學
。
帰
國
後
、
北
京
大
學
哲
學
教
授
。
 
 
 
 
ソ
フ
ォ
ク
リ
フ
（
S
o
f
o
k
l
o
f
）
 
詳
細
不
明
。
た
だ
、
民
國
十
一
年
五
月
二
十
三
日
に
北
京
世
界
語
學
會
で
、
魯
迅
、
周
作
人
等
と
撮
っ
た
写
真
が
あ
る
。
 
 
馬
叙
倫
（
一
八
八
四
―
一
九
七
〇
）
 
字
は
夷
初
、
浙
江
省
杭
縣
の
人
。
民
國
六
年
、
北
京
大
學
哲
學
系
教
授
。
民
國
十
一
年
、
教
育
部
次
長
。
 
 
鄧
夢
仙
 
（
？
―
？
）
 
千
葉
医
科
大
學
(
？
)
卒
業
。
北
京
世
專
校
医
。
上
海
の
霞
飛
路
で
華
光
医
院
を
開
業
す
る
。
 
 
胡
愈
之
（
一
八
九
六
―
一
九
八
六
）
 
浙
江
省
上
虞
の
人
。
民
國
九
年
、
巴
金
等
と
上
海
世
界
語
學
會
を
設
立
。
 
鄭
佩
剛
 
詳
細
不
明
。
 
 
熱
谷
爾
 
詳
細
不
明
。
 
 
安
斯
坦
 
詳
細
不
明
。
 
 
石
來
赫
馬
哈
爾
の
孫
娘
 
 
詳
細
不
明
。
 
 
小
坂
狷
二
（
一
八
八
八
―
一
九
六
九
）
 
東
京
生
ま
れ
。
一
九
〇
六
年
に
世
界
語
を
學
習
し
始
め
る
。
一
九
二
四
年
、
中
國
に
出
張
し
、
講
演
を
行
う
。
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
學
會
の
創
立
者
。
 
 
李
春
濤
（
一
八
九
七
―
一
九
二
七
）
 
廣
東
省
潮
州
の
人
。
民
國
六
年
、
日
本
留
學
。
私
立
中
國
大
學
、
私
立
平
民
大
學
、
國
立
髙
等
女
子
師
範
學
校
講
師
。
 
 
 
 
 
 
四
 
北
京
世
界
語
專
門
學
校
の
第
二
、
三
年
度
の
募
集
 
 
 
翌
年
に
は
第
二
年
度
の
募
集
が
行
わ
れ
る
。
初
年
度
の
募
集
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
試
驗
箇
所
が
北
京
と
上
海
の
二
カ
所
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
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『
晨
報
』
民
國
十
三
年
六
月
十
八
日
「
世
專
校
之
進
行
」
に
は
、
 
 
 
該
校
本
期
入
學
試
驗
＊
擬
在
京
滬
二
地
挙
行
＊
在
京
者
由
該
校
教
職
員
組
之
考
 
試
差
員
會
辦
理
＊
在
滬
者
由
該
校
代
長
呉
稚
暉
及
職
員
鄧
夢
仙
等
辦
理
。
 
 
 
（
該
校
の
本
期
入
學
試
驗
は
、
北
京
と
上
海
の
二
カ
所
で
行
う
計
画
で
あ
る
、 
北
京
は
該
校
の
教
員
組
織
の
試
驗
官
が
処
理
し
、
上
海
は
校
長
代
理
の
呉
稚
暉
 
と
職
員
の
鄧
夢
仙
等
が
処
理
す
る
）
 
と
あ
る
。
 
 
 
で
は
、
第
二
年
度
の
募
集
は
何
時
行
わ
れ
た
の
か
。
學
生
の
募
集
は
、
『
晨
報
』
等
に
何
度
か
廣
告
を
載
せ
て
行
っ
て
い
る
が
、
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
 
 
 
①
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
六
月
十
八
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
男
女
生
」
（
注
2 1
）
 
 
 
第
一
次
登
録
期
間
 
六
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
十
日
。
 
 
 
試
驗
日
 
 
 
 
 
七
月
十
五
日
。
 
 
 
第
二
次
登
録
期
間
 
七
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
十
日
。
 
 
 
試
驗
日
 
 
 
 
 
八
月
十
五
日
。
 
 
 
②
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
七
月
十
二
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
男
女
生
」
（
注
2 2
）
 
 
 
 
 
第
一
次
登
録
期
間
 
六
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
十
七
日
。
 
試
驗
日
 
 
 
 
 
七
月
十
八
日
。
 
 
 
 
 
第
二
次
登
録
期
間
 
七
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
十
日
。
 
試
驗
日
 
 
 
 
 
八
月
十
五
日
。
 
③
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
八
月
一
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
男
女
生
通
告
」
（
注
2 3
）
 
 
 
登
録
期
間
 
 
 
 
八
月
十
日
ま
で
。
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試
驗
日
 
 
 
 
 
八
月
十
一
、
十
二
日
。
 
 
 
 
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
十
三
年
八
月
二
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
生
」
（
注
2 4
）
 
登
録
期
間
 
 
 
 
七
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
十
日
。
 
試
驗
日
 
 
 
 
 
八
月
十
一
、
十
二
日
。
 
 
 
④
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
八
月
十
八
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
續
招
男
女
生
」
（
注
2 5
）
 
登
録
期
間
 
 
 
 
試
驗
日
の
前
日
ま
で
。
 
 
 
試
驗
日
 
 
 
 
 
八
月
二
十
六
、
二
十
七
日
。
 
 
⑤
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
八
月
二
十
八
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
續
招
男
女
新
生
」
（
注
2 6
）
 
登
録
期
間
 
 
 
 
試
驗
日
の
前
日
ま
で
。
 
試
驗
日
 
 
 
 
 
九
月
二
、
三
日
。
 
 
 
⑥
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
九
月
十
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
續
考
通
告
」
（
注
2 7
）
 
登
録
期
間
 
 
 
 
九
月
十
四
日
ま
で
。
 
 
 
試
驗
日
 
 
 
 
 
九
月
十
五
日
。
 
 
 
①
と
②
は
第
一
次
登
録
期
間
と
試
驗
日
が
違
い
、
③
は
第
一
次
の
登
録
が
終
了
し
た
為
、
第
二
次
募
集
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
②
と
比
べ
る
と
試
驗
日
異
な
り
、
期
間
も
二
日
間
に
わ
た
っ
て
い
る
。
④
⑤
⑥
は
す
べ
て
の
試
驗
が
終
了
し
た
後
に
出
て
い
る
廣
告
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
が
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
為
の
補
充
募
集
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
上
海
で
の
試
驗
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
わ
ざ
わ
ざ
上
海
か
ら
世
界
語
を
學
び
に
北
京
ま
で
大
量
の
學
生
が
来
る
と
は
考
え
難
い
。
恐
ら
く
微
々
た
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
 
民国初期の世界語 
（ 18 ） 
 
 
次
に
教
授
で
あ
る
が
、
新
た
な
人
材
の
補
充
は
、
先
ほ
ど
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
七
月
六
日
「
世
界
語
專
校
之
進
行
 
愛
羅
先
坷
又
將
來
華
」
で
触
れ
た
、
熱
谷
爾
、
安
斯
坦
、
石
來
赫
馬
哈
爾
之
孫
女
以
外
に
は
、
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
「
俄
世
界
語
學
者
到
京
 
雪
利
西
夫
」
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
人
の
シ
ェ
リ
シ
ェ
フ
（
注
2 8
）
が
い
る
。
 
 
 
次
に
第
三
次
募
集
は
何
時
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
行
わ
れ
た
の
か
。
 
 
 
①
『
晨
報
』
民
國
十
四
年
七
月
八
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
男
女
生
」
（
注
2 9
）
 
 
 
 
 
專
門
部
 
 
登
録
期
間
 
記
載
な
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
試
驗
日
 
七
月
十
八
日
 
 
 
中
學
部
 
 
登
録
期
間
 
本
日
か
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
試
驗
日
 
七
月
二
十
日
 
 
 
②
『
晨
報
』
民
國
十
四
年
八
月
六
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
男
女
生
」
（
注
3 0
）
 
登
録
期
間
 
試
驗
の
前
日
ま
で
 
 
 
試
驗
日
 
 
八
月
二
十
六
日
 
 
 
 
 
募
集
内
容
 
專
門
部
 
新
入
生
六
十
名
 
編
級
生
十
名
 
 
 
 
 
 
 
 
中
學
部
 
初
中
一
二
三
各
年
 
 
 
 
 
 
 
 
小
學
部
 
高
級
小
學
一
二
年
 
 
 
③
『
晨
報
』
民
國
十
四
年
八
月
二
十
六
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
考
展
期
」
（
注
3 1
）
 
登
録
期
間
 
試
驗
の
前
日
ま
で
 
試
驗
日
 
 
九
月
六
日
 
 
 
募
集
内
容
 
專
門
部
 
新
入
生
六
十
名
 
編
級
生
十
名
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中
學
部
 
初
中
一
二
三
各
年
 
 
 
④
『
晨
報
』
民
國
十
四
年
九
月
九
日
「
北
京
私
立
三
專
門
學
校
招
男
女
生
廣
告
」
（
注
3 2
）
 
 
①
③
は
專
門
部
と
中
學
部
、
②
は
專
門
部
、
中
學
部
と
小
學
部
で
募
集
を
し
て
い
る
。
当
初
北
京
世
專
は
專
門
部
と
師
範
部
の
二
つ
の
部
門
が
あ
っ
た
が
、
師
範
部
は
無
く
な
り
、
代
わ
り
に
中
學
部
と
小
學
部
が
加
わ
っ
て
い
る
。
④
は
京
華
美
專
、
外
國
語
專
、
世
界
語
專
三
校
で
廣
告
を
出
し
て
い
る
が
、
登
録
期
間
、
試
驗
日
、
募
集
内
容
は
全
く
な
い
。
ま
た
新
た
な
教
員
の
補
充
も
見
あ
た
ら
な
い
。
 
 
 
こ
の
よ
う
な
様
々
な
學
校
組
織
の
拡
張
は
民
國
十
三
年
の
下
半
期
か
ら
見
ら
れ
る
。
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
八
月
二
十
日
「
世
界
語
專
校
之
進
行
 
〓
辦
高
級
小
學
組
織
函
授
學
社
」
に
よ
る
と
、
北
京
世
專
は
高
級
小
學
校
を
創
設
し
、
『
晨
報
』
民
國
十
四
年
三
月
二
十
七
日
「
世
界
語
專
附
設
平
校
 
四
月
一
日
開
課
」
で
は
、
四
月
に
六
歳
か
ら
十
二
歳
ま
で
の
子
供
を
募
集
し
、
平
民
學
校
を
創
設
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
 
 
 
ま
た
『
晨
報
』
民
國
十
四
年
九
月
九
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
附
設
中
學
續
招
男
女
新
生
」
に
は
、
英
語
を
第
一
外
國
語
、
世
界
語
を
第
二
外
國
語
と
し
た
初
級
中
學
を
創
設
を
目
指
し
た
。
 
 
 
こ
う
な
る
と
北
京
世
專
は
も
は
や
世
界
語
を
教
え
る
專
門
學
校
と
言
え
ず
、
小
學
部
、
中
學
部
、
專
門
部
か
ら
成
る
、
一
貫
校
に
な
る
。
 
 
 
と
こ
ろ
が
こ
れ
だ
け
組
織
を
作
り
上
げ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
『
晨
報
』
民
國
十
四
年
九
月
二
十
二
日
「
北
京
私
立
三
專
門
學
校
招
男
女
生
廣
告
」
を
最
後
に
北
京
世
專
関
係
の
廣
告
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
實
際
に
こ
の
一
貫
校
が
運
営
さ
れ
た
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
 
 
 
上
述
し
た
こ
と
か
ら
、
北
京
世
專
は
第
三
次
募
集
か
ら
明
ら
か
に
変
質
し
て
い
る
。
民国初期の世界語 
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第
一
、
二
次
の
時
期
は
世
界
語
を
中
心
に
教
え
る
專
門
學
校
で
あ
っ
た
が
、
三
次
募
集
に
な
る
と
そ
の
枠
を
超
え
、
一
貫
校
を
設
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
實
現
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
 
 
さ
ら
に
時
を
同
じ
く
し
て
、
世
界
語
の
教
育
に
熱
心
で
あ
っ
た
魯
迅
が
民
國
十
四
年
三
月
十
一
日
に
辭
表
を
提
出
し
て
い
る
。
或
い
は
北
京
世
專
内
で
の
こ
の
よ
う
な
計
画
に
反
対
し
て
辭
職
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
 
  
五
 
北
京
世
界
語
專
門
學
校
の
閉
校
の
原
因
 
 
 
北
京
世
專
の
閉
校
の
原
因
は
數
人
が
言
及
し
て
い
る
。
以
下
に
引
用
す
る
と
、
 
 
 
①
『
民
鐘
』
第
七
期
、
一
九
二
四
年
三
月
十
日
（
『
五
四
時
期
社
團
(
四
)
』
張
 
候
等
、
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
七
九
年
四
月
一
日
所
収
）
 
北
京
世
界
語
專
門
學
校
諸
同
志
有
感
這
層
失
敗
＊
故
欲
以
後
爲
主
義
進
行
上
的
便
利
起
見
＊
特
組
織
一
個
北
京
世
界
語
學
校
Ａ
Ｇ
。
他
們
預
定
的
計
画
＊
由
組
織
各
地
方
的
小
団
体
進
而
大
聯
絡
；
即
在
中
國
内
＊
由
各
縣
中
組
織
Ａ
Ｇ
＊
合
各
縣
的
Ａ
Ｇ
而
成
一
省
的
Ａ
Ｇ
＊
合
各
省
的
Ａ
Ｇ
而
成
全
國
的
。
現
北
京
世
專
校
同
志
已
組
織
成
立
(
宣
言
書
略
)
＊
聞
各
地
方
也
相
継
組
織
＊
將
來
如
果
這
種
組
織
成
功
＊
則
我
的
主
義
在
中
國
進
行
上
＊
必
較
前
快
捷
万
倍
矣
。
 
 
 
 
 
（
北
京
世
界
語
專
門
學
校
の
諸
同
志
は
こ
の
失
敗
に
鑑
み
、
以
後
主
義
進
行
上
の
便
宜
の
為
に
、
特
に
北
京
世
界
語
專
門
學
校
Ａ
Ｇ
（
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
 
 
筆
者
)
 
を
組
織
し
た
。
彼
ら
の
予
定
の
計
画
は
、
各
地
方
の
小
団
体
組
織
し
大
聯
合
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
中
國
國
内
で
、
各
県
に
Ａ
Ｇ
を
組
織
し
、
各
県
の
Ａ
Ｇ
を
合
わ
せ
、
一
省
の
Ａ
Ｇ
に
し
、
各
省
の
Ａ
Ｇ
を
全
國
の
Ａ
Ｇ
に
す
る
。
現
在
北
京
世
專
校
の
同
志
は
已
に
組
織
成
立
さ
せ
(
宣
言
書
省
略
)
、
各
地
方
も
相
継
い
で
組
織
し
、
将
来
も
し
こ
の
組
織
が
成
功
し
た
な
ら
ば
、
我
が
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主
義
は
中
國
の
進
行
上
、
必
ず
や
以
前
よ
り
瞬
く
間
に
前
進
す
る
だ
ろ
う
）
 
 
 
 
②
『
中
國
世
界
語
者
與
世
界
語
運
動
』
「
張
鳴
與
世
界
語
」
（
藍
天
強
主
編
、
 
中
國
世
界
語
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
八
月
。
）
 
 
 
北
京
世
界
語
專
門
學
校
于
一
九
二
五
年
上
半
年
的
閉
校
＊
却
與
張
鳴
有
着
極
大
的
関
係
。
張
鳴
入
學
后
＊
就
與
世
界
語
的
積
極
提
唱
導
者
、
無
政
府
主
義
者
景
梅
九
関
係
密
接
。
景
氏
時
任
副
校
長
＊
権
力
較
大
。
該
校
學
生
激
進
＊
引
起
了
負
責
教
務
的
陳
崑
山
的
不
満
＊
他
認
爲
學
生
要
專
心
學
業
＊
不
要
空
談
主
義
＊
加
上
他
性
格
倔
強
＊
終
於
激
成
了
學
生
的
罷
課
。
學
生
們
推
出
二
十
一
名
代
表
＊
張
鳴
爲
其
中
之
一
。
（
略
）
結
果
在
僅
有
三
百
多
學
生
中
＊
竟
有
約
二
百
人
退
校
＊
使
學
校
元
気
大
傷
＊
校
長
蔡
元
培
和
教
師
負
責
人
馬
叙
倫
也
引
咎
自
責
。
 
 
 
（
北
京
世
界
語
專
門
學
校
は
一
九
二
五
年
上
半
期
の
閉
校
は
、
張
鳴
と
大
い
に
関
係
が
あ
る
。
張
鳴
は
入
學
後
、
世
界
語
の
積
極
的
な
提
唱
者
で
あ
り
無
政
府
主
義
者
の
景
梅
九
と
関
係
が
密
接
で
あ
っ
た
。
景
氏
は
副
校
長
に
な
っ
た
頃
、
権
力
は
大
で
あ
っ
た
。
該
校
の
學
生
が
過
激
と
な
り
、
教
務
責
任
者
の
陳
崑
山
の
不
満
を
引
き
起
こ
し
、
彼
は
學
生
は
學
業
に
專
心
し
、
主
義
を
空
談
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
加
え
て
彼
の
性
格
の
偏
屈
さ
も
あ
り
、
遂
に
學
生
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
激
發
し
た
。
學
生
達
は
二
十
一
名
の
代
表
を
選
び
、
張
鳴
は
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
。(
略
)
そ
の
結
果
三
百
人
の
學
生
中
、
二
百
人
が
退
學
し
、
學
校
の
活
力
は
失
わ
れ
、
校
長
の
蔡
元
培
と
教
授
の
責
任
者
馬
叙
倫
が
引
責
辭
任
し
た
）
 
 
 
③
『
回
憶
魯
迅
』
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先
生
當
時
担
任
北
京
世
界
語
專
門
學
校
講
師
＊
這
學
校
裏
的
學
生
＊
完
全
攏
罩
在
政
治
活
動
中
＊
記
得
當
時
學
生
中
分
三
派
＊
國
民
黨
＊
共
産
黨
與
無
政
府
黨
。
因
爲
有
這
些
黨
派
關
係
＊
在
第
二
學
年
＊
便
暴
發
了
不
可
収
拾
的
學
潮
＊
整
整
鬧
了
半
年
＊
學
校
還
是
無
法
上
課
。
於
是
有
些
人
＊
便
找
代
理
校
長
譚
煕
鴻
＊
預
備
另
外
成
立
一
外
國
語
專
門
學
校
＊
以
結
束
其
風
潮
。
當
時
曾
邀
請
與
學
校
有
關
之
董
事
＊
教
授
等
＊
在
中
央
公
園
開
會
商
决
。
先
生
爲
教
授
之
一
＊
自
亦
参
與
其
會
＊
會
議
中
＊
多
數
以
爲
爲
解
決
風
潮
起
見
＊
還
是
另
改
學
校
名
稱
＊
學
生
従
新
舉
行
登
記
。
此
主
張
＊
以
馬
夷
初
主
張
最
力
＊
後
來
李
石
曾
提
出
：
爲
防
止
再
有
風
潮
起
見
＊
學
生
中
＊
凡
係
某
黨
某
黨
＊
一
律
不
予
接
収
＊
先
生
以
此
＊
有
失
教
育
青
年
之
旨
＊
便
激
烈
反
対
 
 
 
（
先
生
が
当
時
北
京
世
界
語
專
門
學
校
講
師
を
し
て
い
た
時
、
こ
の
學
校
の
學
生
は
完
全
に
政
治
家
活
動
に
の
め
り
込
み
、
当
時
學
生
は
、
國
民
党
、
共
産
党
、
無
政
府
党
の
三
派
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
党
派
の
関
係
に
よ
り
、
第
二
學
年
の
時
、
収
拾
の
つ
か
な
い
學
生
運
動
が
巻
き
起
こ
り
、
ま
る
ま
る
半
年
續
き
、
學
校
は
授
業
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
あ
る
人
が
、
代
理
校
長
の
譚
煕
鴻
を
訪
ね
、
別
に
外
國
語
專
門
學
校
を
設
立
し
、
こ
の
風
潮
を
収
束
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
当
時
學
校
と
関
係
の
あ
っ
た
理
事
、
教
授
等
を
招
聘
し
、
中
央
公
園
で
會
を
開
き
談
合
し
た
。
先
生
は
教
授
の
一
人
で
、
自
ら
そ
の
會
に
参
加
し
た
。
會
議
で
、
多
數
が
こ
の
風
潮
を
解
決
す
る
為
に
は
、
や
は
り
學
校
の
名
称
を
改
め
、
學
生
は
新
た
に
登
録
を
行
う
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
主
張
は
、
馬
夷
初
の
主
張
が
最
も
強
力
で
、
後
に
李
石
曾
が
こ
う
提
出
し
た
：
再
び
こ
の
風
潮
を
防
止
す
る
為
に
、
學
生
で
党
に
関
係
す
る
者
は
、
一
律
に
接
収
を
許
さ
ず
、
と
。
先
生
は
こ
れ
を
青
年
を
教
育
す
る
と
い
う
趣
旨
を
失
う
と
し
、
激
烈
に
反
対
し
た
）
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こ
れ
ら
を
総
合
し
て
み
る
と
、
民
國
十
三
年
の
初
め
、
北
京
世
專
内
に
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
（
Ａ
Ｇ
）
が
設
立
さ
れ
、
共
産
党
、
國
民
党
と
の
三
つ
巴
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
そ
の
内
に
陳
昆
山
に
対
す
る
不
満
が
爆
發
し
、
半
年
に
渡
り
授
業
が
中
断
し
た
。
そ
の
後
、
馬
夷
初
、
李
石
曾
等
が
北
京
世
專
と
は
別
の
學
校
の
設
立
を
主
張
す
る
が
、
魯
迅
が
強
硬
に
反
対
し
た
、
と
な
る
。
 
 
 
し
か
し
「
張
鳴
與
世
界
語
」
で
景
梅
九
が
副
校
長
と
あ
る
が
、
景
梅
九
が
副
校
長
に
な
っ
た
事
實
は
今
の
所
見
出
せ
て
い
な
い
。
景
梅
九
が
事
務
長
に
な
っ
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
教
務
責
任
者
が
陳
崑
山
と
あ
る
、
陳
崑
山
が
教
務
責
任
者
に
な
っ
た
事
實
も
ま
た
未
だ
見
出
せ
て
い
な
い
。
或
い
は
、
陳
聲
樹
の
間
違
い
か
。
「
山
鹿
泰
治
と
中
國
―
『
た
そ
が
れ
日
記
』
に
見
る
日
中
ア
ナ
キ
ス
ト
の
交
流
」
に
「
こ
こ
に
示
す
写
真
は
山
鹿
の
ア
ル
バ
ム
に
あ
る
世
專
校
長
陳
聲
樹
の
も
の
」
と
あ
る
。
し
か
し
陳
聲
樹
も
校
長
に
も
教
務
責
任
者
に
も
な
っ
た
事
實
は
未
だ
見
出
せ
て
い
な
い
。
 
 
 
さ
ら
に
『
回
憶
魯
迅
』
で
は
、
「
校
長
の
蔡
元
培
と
教
授
の
責
任
者
馬
叙
倫
が
引
責
辭
任
し
た
」
と
あ
る
が
、
荊
有
麟
が
第
二
學
年
の
時
と
有
る
の
で
、
北
京
世
專
二
年
目
の
民
國
十
三
年
当
時
、
蔡
元
培
が
校
長
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
い
。
こ
れ
は
全
く
の
事
實
誤
認
で
あ
る
。
ま
た
「
代
理
校
長
の
譚
煕
鴻
を
訪
ね
た
」
と
あ
る
。
譚
煕
鴻
が
代
理
校
長
に
な
っ
た
の
は
民
國
十
二
年
八
月
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
明
確
な
辭
任
時
期
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
「
収
拾
の
つ
か
な
い
學
生
運
動
が
巻
き
起
こ
り
、
ま
る
ま
る
半
年
續
き
」
と
あ
る
が
、
魯
迅
は
民
國
十
四
年
三
月
に
辭
表
を
提
出
す
る
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
週
北
京
世
專
で
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
ま
る
ま
る
半
年
授
業
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
魯
迅
が
辭
表
を
提
出
し
た
後
の
半
年
で
な
い
と
、
辻
褄
が
合
わ
な
い
。
つ
ま
り
北
京
世
專
二
年
目
の
民
國
十
四
年
の
三
月
頃
か
ら
半
年
余
り
の
時
期
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
な
ら
民
國
十
三
年
四
月
に
は
呉
稚
暉
が
新
校
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長
に
就
任
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
事
實
と
合
致
し
な
い
。
ま
た
馬
叙
倫
が
辭
任
し
た
事
實
は
今
の
所
確
認
が
取
れ
て
い
な
い
。
 
 
 
結
局
、
北
京
世
專
の
閉
校
は
、
政
治
運
動
が
一
つ
の
原
因
で
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
あ
れ
程
世
界
語
の
普
及
に
熱
心
で
あ
っ
た
魯
迅
が
北
京
世
專
の
教
授
を
辭
任
し
て
い
る
。
 
 
さ
ら
に
も
う
一
つ
閉
校
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
資
金
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。
北
京
世
專
運
営
に
ど
の
く
ら
い
資
金
が
必
要
で
あ
っ
た
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
慢
性
的
な
資
金
不
足
の
状
況
は
、
『
魯
迅
日
記
』
で
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
魯
迅
の
月
給
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
 
 
民
國
十
二
年
 
 
 
九
月
三
十
日
 
 
 
 
九
月
分
 
十
元
 
 
民
國
十
三
年
 
 
 
二
月
四
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昨
年
十
二
月
分
 
十
五
元
 
三
月
七
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
月
前
半
と
二
月
後
半
分
十
五
元
 
 
 
 
 
 
十
二
月
二
十
九
日
 
 
九
月
と
十
一
月
 
各
十
五
元
 
  
約
一
年
半
の
給
料
の
合
計
七
十
元
、
給
料
の
無
い
月
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
設
立
当
初
か
ら
教
授
の
給
料
さ
え
遅
延
が
あ
る
。
こ
れ
は
慢
性
的
な
資
金
不
足
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
資
金
不
足
の
上
に
、
學
生
運
動
、
そ
の
結
果
二
百
人
近
く
が
退
學
し
た
な
る
と
、
運
営
が
厳
し
く
な
る
の
は
、
当
然
で
あ
る
。
 
 
 
そ
れ
を
穴
埋
め
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
魯
迅
が
辭
職
し
た
後
、
北
京
世
專
は
平
民
學
校
、
中
學
部
、
小
學
部
等
を
設
立
し
て
い
る
。
生
徒
を
大
量
に
募
集
し
、
資
金
不
足
に
当
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
馬
夷
初
、
李
石
曾
が
目
指
し
た
新
た
な
北
京
世
專
で
あ
る
。
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四
 
結
語
 
 
北
京
世
專
の
開
校
か
ら
閉
校
、
そ
の
募
集
内
容
、
北
京
世
專
に
関
係
す
る
人
物
を
見
て
き
た
。
初
年
度
の
募
集
は
当
初
の
予
定
通
り
行
わ
れ
、
翌
年
の
募
集
は
上
海
に
ま
で
拡
大
し
、
さ
ら
に
様
々
な
國
か
ら
人
材
が
集
ま
っ
て
お
り
、
か
な
り
大
が
か
り
な
專
門
學
校
と
な
っ
た
。
ま
た
理
事
及
び
教
授
陣
の
多
く
は
北
京
大
學
に
関
係
す
る
人
物
で
あ
り
、
北
京
大
學
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
北
京
世
專
は
北
京
大
學
外
國
語
學
部
世
界
語
學
科
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
担
い
手
た
る
や
、
思
想
的
に
は
多
様
な
人
物
で
あ
り
、
共
産
党
、
國
民
党
、
無
政
府
党
と
い
っ
た
後
世
か
ら
は
決
し
て
同
じ
席
に
は
就
か
な
い
よ
う
な
人
物
が
、
世
界
語
の
普
及
の
為
に
集
ま
っ
て
い
る
。
中
華
民
國
建
國
後
、
初
の
大
規
模
な
知
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
 
 
さ
ら
に
北
京
世
專
は
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
招
生
簡
章
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
校
舎
は
東
華
門
内
北
河
沿
孔
德
學
校
（
注
3 3
）
と
あ
る
。
孔
徳
學
校
は
民
國
六
年
十
二
月
に
華
法
教
育
會
が
創
っ
た
學
校
で
、
蔡
元
培
が
校
長
を
務
め
て
い
る
。
さ
ら
に
孔
徳
學
校
か
ら
目
と
鼻
の
先
に
は
、
世
界
語
聯
合
會
が
會
開
式
を
開
い
た
北
京
大
學
第
三
院
が
あ
る
。
北
京
大
學
と
北
京
世
專
と
は
地
理
的
に
も
非
常
に
近
い
場
所
に
あ
っ
た
。
 
 
し
か
し
北
京
世
專
が
第
三
年
目
に
な
る
と
、
北
京
世
專
は
変
質
を
始
め
る
。
學
生
運
動
が
激
し
く
な
り
、
そ
の
為
、
授
業
の
継
續
が
難
し
く
な
り
、
慢
性
的
な
資
金
不
足
に
拍
車
が
掛
か
っ
て
し
ま
い
、
恐
ら
く
閉
校
し
た
の
で
は
な
い
か
。
 
 
こ
の
北
京
世
專
以
後
、
北
京
で
は
世
界
語
の
流
行
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
 
  
 
注
釈
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1 
北
京
世
專
以
外
に
世
界
語
を
教
え
る
學
校
と
し
て
は
、
北
京
集
成
國
際
語
言
學
校
が
あ
る
。
『
魯
迅
日
記
十
三
』
民
國
十
三
年
五
月
八
、
十
五
、
二
十
二
、
二
十
九
日
、
六
月
五
、
十
二
、
二
十
六
日
に
見
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
 
2 
教
育
総
長
は
、
蔡
元
培
は
民
國
元
年
三
月
三
十
日
就
任
、
七
月
十
四
日
辭
職
。
范
源
濂
は
七
月
二
十
六
日
就
任
、
民
國
二
年
一
月
二
十
八
日
辭
職
。
 
3
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
六
年
十
一
月
三
十
日
「
北
京
大
學
世
界
語
班
開
課
講
辭
」
に
詳
し
い
。
 
4 
周
作
人
『
知
堂
回
想
録
』
「
一
三
八
 
愛
羅
先
珂
上
」
（
周
作
人
、
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
に
「
元
々
北
大
に
は
世
界
語
が
あ
り
、
教
師
は
孫
國
璋
で
、
人
は
注
意
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
、
随
意
科
の
第
三
外
國
語
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
と
あ
る
。
 
5
『
晨
報
』
民
國
十
一
年
四
月
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
五
日
、
『
北
京
大
學
日
 
刊
』
民
國
十
一
年
四
月
十
八
日
。
 
6
『
晨
報
』
民
國
十
一
年
六
月
九
日
「
北
京
世
界
語
學
會
竭
力
擴
充
」
、
七
月
四
 
日
「
世
界
語
學
會
之
暑
期
講
習
班
」
、
七
月
七
、
八
、
九
、
十
日
「
世
界
語
暑
 
期
講
習
班
招
生
廣
告
」
。
 
 
7
『
晨
報
』
民
國
十
一
年
十
二
月
五
日
「
北
京
世
界
語
學
會
昨
日
會
開
」
。
 
8
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
八
年
十
月
二
十
一
日
 
「
國
立
北
京
大
學
世
界
語
研
究
 
會
簡
章
」
。
 
9
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
八
年
十
一
月
四
、
五
日
。
 
1 0
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
十
三
年
四
月
十
七
日
。
 
1 1
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
十
三
年
四
月
二
十
二
日
「
世
界
語
研
究
會
布
告
」
、
 
四
月
二
十
六
日
「
講
演
録
日
本
小
坂
狷
二
先
生
講
演
『
世
界
語
的
効
用
與
中
國
』
」
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1 2
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日
「
世
界
語
聯
合
會
籌
備
委
 
員
會
會
議
紀
事
」
、
『
申
報
』
民
國
十
一
年
十
二
月
一
九
日
』
「
北
大
世
界
語
聯
合
會
紀
盛
」
。
 
1 3
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
十
一
年
十
二
月
十
一
日
「
世
界
語
聯
合
會
籌
備
委
員
會
會
議
紀
事
」
、
『
晨
報
』
民
國
十
一
年
十
二
月
十
一
日
「
世
界
語
聯
合
大
會
」
。 
1 4
『
晨
報
』
民
國
十
一
年
十
二
月
十
五
日
「
今
天
的
世
界
語
聯
合
大
會
」
、
十
二
 
月
一
六
日
「
昨
日
之
世
界
語
聯
合
大
會
」
、
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
十
一
年
 
十
二
月
二
十
二
日
「
世
界
語
聯
合
大
會
開
會
紀
事
」
。
 
1 5
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
十
二
年
六
月
五
、
六
、
七
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
籌
款
遊
藝
會
啓
事
」
、
十
二
、
十
四
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
游
藝
會
啓
事
」
。
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
六
月
五
、
六
、
七
日
「
北
京
世
界
語
專
門
學
校
游
藝
會
啓
事
」
、
六
月
六
日
「
世
界
語
專
校
之
遊
藝
會
」
、
六
月
九
日
「
世
界
語
專
校
遊
藝
大
會
誌
盛
」
。
 
 
 
1 6
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
七
月
二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
四
、
二
十
五
日
に
も
同
様
の
廣
告
が
有
る
。
 
 
 
1 7
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
七
月
三
十
一
、
八
月
一
、
二
日
に
も
同
様
の
廣
告
が
有
 
る
。
 
 
 
1 8
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
八
月
十
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
、
十
五
日
に
も
 
同
様
の
廣
告
が
有
る
。
 
 
 
1 9
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
「
世
界
語
專
之
進
行
」
。
 
 
 
 
2 0 
小
坂
狷
二
の
講
演
は
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
四
月
二
十
二
日
「
世
界
語
專
校
講
 
演
」
、
李
春
濤
の
講
演
は
、
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
五
月
四
日
「
世
界
語
專
明
 
日
講
演
」
。
 
 
 
2 1
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
六
月
十
九
、
二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
、
二
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十
四
、
二
十
五
、
二
十
六
、
二
十
七
、
二
十
八
、
二
十
九
、
三
十
日
、
七
月
一
、
 
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
一
日
に
も
同
様
の
廣
告
が
有
る
。
 
 
 
2 2
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
七
月
十
三
、
十
四
、
十
五
、
十
六
、
十
七
日
に
も
同
様
 
の
廣
告
が
有
る
。
 
 
 
2 3
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
八
月
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
日
に
も
同
様
の
廣
告
が
有
る
。
 
 
 
2 4
『
北
京
大
學
日
刊
』
民
國
十
三
年
八
月
九
日
に
も
同
様
の
廣
告
が
有
る
。
 
 
 
2 5
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
八
月
十
九
、
二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
四
、
二
十
五
、
二
十
六
、
二
十
七
日
に
も
同
様
の
廣
告
が
有
る
。
 
 
 
2 6
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
八
月
二
十
九
、
三
十
、
三
十
一
日
に
も
同
様
の
廣
告
が
 
有
る
。
 
 
 
2 7
『
晨
報
』
民
國
十
三
年
九
月
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
五
日
に
も
同
様
の
廣
告
 
が
有
る
。
 
 
 
2 8 
シ
ェ
リ
シ
ェ
フ
(
？
―
？
)
 
『
宮
崎
滔
天
全
集
第
三
巻
 
 
出
鱈
目
日
記
三
月
』 
に
「
彼
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
達
人
に
し
て
、
亦
そ
の
宣
伝
の
熱
心
家
也
」
と
あ
 
る
。
『
回
憶
魯
迅
』
「
有
趣
的
會
談
」
で
は
、
民
國
十
三
年
冬
に
陳
空
三
、
魯
 
迅
、
荊
有
麟
と
會
談
し
た
と
あ
り
、
『
魯
迅
日
記
』
民
國
十
三
年
十
二
月
二
十
 
八
日
に
も
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
シ
ェ
リ
シ
ェ
フ
の
表
記
は
『
晨
報
』
民
國
十
 
三
年
十
一
月
二
十
九
日
「
世
界
語
專
公
開
演
講
」
で
は
「
瀨
和
瀨
夫
」
、
十
二
 
月
十
四
日
「
世
界
語
創
作
者
誕
日
世
專
 
 
明
日
開
會
記
念
」
で
は
「
西
利
西
 
夫
」
、
『
回
憶
魯
迅
』
で
は
「
謝
利
謝
夫
」
、
『
魯
迅
日
記
』
で
は
「
綏
理
綏
 
夫
」
と
あ
る
。
 
 
 
2 9
『
晨
報
』
民
國
十
四
年
七
月
九
、
十
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
、
十
五
、
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十
六
日
に
も
同
様
の
廣
告
が
有
る
。
 
 
 
3 0
『
晨
報
』
民
國
十
四
年
八
月
七
、
八
、
九
、
十
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
、
 
十
五
、
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
、 
二
十
四
、
二
十
五
日
に
も
同
様
の
廣
告
が
有
る
。
 
 
 
3 1
『
晨
報
』
民
國
十
四
年
八
月
二
十
七
、
二
十
八
、
二
十
九
、
三
十
、
三
十
一
日
、
 
九
月
一
、
二
、
三
、
四
、
五
日
に
も
同
様
の
廣
告
が
有
る
。
 
 
 
3 2
『
晨
報
』
民
國
十
四
年
九
月
十
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
、
十
五
、
十
六
、
 
十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
日
に
も
同
様
の
廣
告
が
有
る
。
 
 
 
3 3 
北
京
世
界
語
專
門
學
校
は
、
手
狭
を
理
由
に
東
華
門
内
北
河
沿
孔
德
學
校
か
ら
 
西
城
錦
什
坊
街
孟
端
胡
同
に
変
わ
っ
て
い
る
。
『
晨
報
』
民
國
十
二
年
八
月
七
 
日
「
世
界
語
專
校
近
況
」
。
 
孔
德
學
校
に
関
し
て
は
、
蔡
元
培
に
「
孔
德
學
校
教
務
評
議
會
簡
則
」
が
あ
る
。
 
  
 
参
考
文
献
 
 
『
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全
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人
民
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。
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、
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八
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。
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、
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九
八
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年
―
一
九
八
一
年
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語
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與
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運
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天
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編
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中
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世
界
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出
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『
世
界
語
運
動
在
中
國
』
侯
志
平
編
著
、
中
國
世
界
語
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。
 
 
 
『
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
都
市
物
語
 
１
９
２
０
年
代
 
東
京
・
上
海
・
北
京
』
 
 
 
藤
井
省
三
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
九
年
四
月
。
 
 
 
「
山
鹿
泰
治
と
中
國
―
『
た
そ
が
れ
日
記
』
に
見
る
日
中
ア
ナ
キ
ス
ト
の
交
流
」 
坂
井
洋
史
。
『
猫
頭
鷹
(
マ
オ
ト
ウ
イ
ン
)
―
近
代
中
國
の
思
想
と
文
學
』
第
二
 
号
所
収
。
藤
井
省
三
・
山
口
守
・
坂
井
洋
史
・
宮
尾
正
樹
・
佐
藤
豊
、
「
新
青
 
年
」
読
書
會
、
一
九
八
三
年
十
二
月
二
十
日
。
 
   
